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注
目
が
高
ま
る
カ
ー
ボ
ン・ク
レ
ジ
ッ
ト

　
世
界
的
に
脱
炭
素
の
取
り
組
み
が
広
が

る
中
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
G
H
G
）
の
排

出
削
減
量
や
吸
収
・
除
去
量
を
取
引
可
能

に
し
た
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の
注

目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）
の
導
入
や
森
林
保
護
、
大
気
中
の

二
酸
化
炭
素
（
C
O2
）
除
去
と
い
っ
た

取
り
組
み
に
よ
る
G
H
G
排
出
削
減
量
等

に
応
じ
て
発
行
、販
売
さ
れ
、カ
ー
ボ
ン
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
た
企
業
は
、
自
ら

の
G
H
G
排
出
量
と
相
殺（
オ
フ
セ
ッ
ト
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
G
H
G
排
出
量
に

経
済
的
な
価
値
を
付
与
す
る
炭
素
価
格

（
カ
ー
ボ
ン
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）
の
一
種

で
あ
る
が
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
炭
素
税

な
ど
と
は
異
な
っ
て
、
企
業
の
自
主
的
な

活
用
の
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
制
度
導

入
の
ハ
ー
ド
ル
が
相
対
的
に
低
い
。
ま
た
、

炭
素
税
等
は
、
排
出
量
の
多
い
特
定
の
セ

ク
タ
ー
や
大
企
業
を
中
心
に
導
入
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
も
の
の
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
は
、
中
小
企
業
を
含
め
た
幅
広
い

企
業
や
家
計
に
お
い
て
も
活
用
が
可
能
で

あ
る
。

　
な
お
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は
、

国
連
な
ど
の
国
際
機
関
や
各
国
政
府
・
自

治
体
が
管
理
す
る
公
的
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
）

の
ほ
か
に
、
民
間
の
認
証
機
関
等
が
管
理

す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
）
が
あ
る
。
特
に
足
元
で
は
、

民
間
主
導
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
新
規
発
行
が
世
界
的
に
急
増
し
て
お

り
、
世
界
銀
行
の
集
計
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
1
年
の
新
規
発
行
量
の
4
分
の
3

は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
さ
れ

る
（
図
表
1
）。

カ
ー
ボ
ン・ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
事
例

　
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
自
由
度
の

高
い
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行
側
の
事
例
と
し
て

は
、
森
林
組
合
な
ど
が
森
林
の
管
理
強
化

に
よ
り
増
加
し
た
G
H
G
吸
収
量
に
基
づ

わ
が
国
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン・ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
の
現
状
と
課
題

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

金
融
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

大
嶋
秀
雄

解 説

　
近
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
等
を
金
銭
換
算
し
て
取
引
す
る
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
が
世
界
的
に

広
が
っ
て
お
り
、
脱
炭
素
の
円
滑
な
推
進
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
、
本

年
9
月
か
ら
東
証
に
お
い
て
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
の
実
証
事
業
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
取
引
状
況
は
低
調
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
政
府
は
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
の
拡
大
に
向
け
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
後
押
し
し
た
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
種
類
を
拡
大
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
引
可
能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

質
や
量
を
増
や
す
と
と
も
に
、
企
業
が
安
心
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
評
価
基
準
や
活
用
ル
ー
ル
等
を

整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

お
お
し
ま
・
ひ
で
お
　
京
大
理
学
部

卒
。三
井
住
友
銀
行
入
行
、日
本
総
合

研
究
所
調
査
部
、日
興
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
理
事
長
室
、三
井
住
友
銀
行

リ
ス
ク
統
括
部
を
経
て
、現
職
。専
門

は
金
融
機
関
の
経
営
環
境
、金
融
シ

ス
テ
ム
。
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い
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
す
る
取
り
組
み

の
ほ
か
、
多
数
の
住
宅
の
太
陽
光
発
電
導

入
を
企
業
が
と
り
ま
と
め
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
発
行
し
、
家
計
に
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
還

元
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
獲
得
側
で
は
、
東
京

ガ
ス
や
大
阪
ガ
ス
な
ど
が
、
天
然
ガ
ス
の

採
掘
か
ら
液
化
、
輸
送
、
販
売
、
消
費
に

至
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
G
H
G

排
出
量
を
測
定
し
て
、
森
林
保
護
等
に
よ

る
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
オ
フ
セ
ッ

ト
し
た
液
化
天
然
ガ
ス
（
L
N
G
）
で
あ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
L
N
G
」

を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
J
A
L
や

A
N
A
は
、
乗
客
が
追
加
の
費
用
を
払
う

こ
と
で
、
航
空
機
利
用
に
伴
う
C
O2
排

出
量
を
オ
フ
セ
ッ
ト
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
る
。
21
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
東
京
都
と
埼
玉
県
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
C
O2
排
出
量
を

オ
フ
セ
ッ
ト
で
き
る
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
組
織
委
員
会
に
寄
付
し
た
。
ま
た
、

海
外
で
は
、
既
に
脱
炭
素
を
達
成
し
た
米

G
oogle

社
が
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
購
入
し
て
過
去
の
排
出
量
（
カ
ー
ボ

ン
・
レ
ガ
シ
ー
）
を
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
と

い
っ
た
事
例
も
見
ら
れ
る
。

カ
ー
ボ
ン・ク
レ
ジ
ッ
ト
が
も
た
ら
す
効
果

　
次
に
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
期

待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
整
理
し

た
い
。

　
ま
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行
側

で
は
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組

み
の
資
金
確
保
に
活
用
で
き
る
。

再
エ
ネ
の
導
入
や
、
脱
炭
素
に
向

け
た
技
術
開
発
・
実
用
化
、
森
林

保
護
・
植
林
と
い
っ
た
取
り
組
み

に
は
多
く
の
資
金
が
必
要
で
あ
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
益
に
よ
っ

て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
後
押

し
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
相
対

的
に
低
コ
ス
ト
で
排
出
削
減
が
可

能
な
企
業
で
も
、
コ
ス
ト
が
か
か

る
以
上
、
取
り
組
み
規
模
に
は
限
界
が
あ

る
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
益
が
あ
れ

ば
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
側
で
は
、

無
理
な
排
出
削
減
を
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
企
業
に
対
し
て

脱
炭
素
の
要
請
が
強
ま
っ
て
お
り
、
技
術

的
に
早
期
の
排
出
削
減
が
難
し
い
企
業
で

あ
っ
て
も
、
脱
炭
素
へ
の
貢
献
を
示
さ
な

い
と
顧
客
離
れ
や
投
資
家
離
れ
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
企

業
が
無
理
に
排
出
削
減
を
進
め
る
と
、
大

き
な
コ
ス
ト
負
担
の
発
生
や
供
給
の
不
安

定
化
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
産
の
抑
制
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
企
業
業
績
が
大
き
く
下

振
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
に
よ
っ
て
削
減
困
難
な

排
出
量
を
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
無
理
な
排
出
削
減
は
回
避
さ
れ
、

現
実
的
な
ペ
ー
ス
で
脱
炭
素
に
取
り
組
む

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
そ
し
て
、
社
会
全
体
と
し
て
見
る
と
、

脱
炭
素
の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
。
カ
ー

ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
広
く
活
用
さ
れ
れ

ば
、
低
コ
ス
ト
の
排
出
削
減
の
後
押
し
や

脱
炭
素
コ
ス
ト
の
過
度
な
高
額
化
回
避
に

よ
っ
て
、
排
出
削
減
に
伴
う
経
済
全
体
へ

の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、

脱
炭
素
に
向
け
た
技
術
開
発
や
G
H
G
吸

収
量
を
増
や
す
森
林
保
護
・
植
林
な
ど
も

後
押
し
さ
れ
る
た
め
、
社
会
全
体
と
し
て

脱
炭
素
の
効
率
的
な
推
進
に
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
重
要
な
効
果
と
し
て
、

家
計
に
お
け
る
脱
炭
素
意
識
の
醸
成
が
あ

る
。
今
の
と
こ
ろ
脱
炭
素
を
実
現
し
た
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
は
少
な
く
、
家
計
が
消
費

活
動
の
な
か
で
脱
炭
素
を
意
識
す
る
機
会

は
限
ら
れ
る
。
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
活
用
に
よ
っ
て
、
先
述
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
L
N
G
の
よ
う
な
実
質
的
に

脱
炭
素
化
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
広
が
れ
ば
、
家
計
が
消
費
活
動
を
通
じ

て
脱
炭
素
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

と
も
に
、
日
常
生
活
の
な
か
で
脱
炭
素
化

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、

家
計
に
お
け
る
脱
炭
素
意
識
の
醸
成
が
促

さ
れ
る
。
ま
た
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

導
入
に
係
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
例
の
よ
う

に
、
家
計
が
脱
炭
素
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
て
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
販
売
収
益
の
還
元
を
受
け
ら
れ
れ
ば
、

脱
炭
素
に
向
け
た
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
な
る
だ
ろ
う
。
急
激
な
変
化
や
痛
み
を

伴
い
が
ち
な
脱
炭
素
を
進
め
る
上
で
は
、

国
民
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

家
計
に
お
け
る
脱
炭
素
意
識
の
醸
成
は
重

要
で
あ
る
。
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（億tCO2e）

（年）
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0

（注）2021年は8月末時点。
（出所）Ecosystem Marketplace

〈図表1〉ボランタリー・クレジットの新規発行量
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東
証
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン・ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
の
実
証
事
業

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ

れ
る
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
あ
る
が
、

抱
え
る
課
題
も
多
く
、
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
主
な
課
題
の
一

つ
に
、
取
引
の
不
透
明
性
が
あ
る
。
現
状
、

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
相
対
取
引
が

中
心
で
あ
り
、
取
引
実
態
や
価
格
決
定
プ

ロ
セ
ス
が
分
か
り
に
く
い
。
そ
の
た
め
、

取
引
相
手
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
に
加
え

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
発
行
側
に
と
っ
て
は
得

ら
れ
る
販
売
収
益
を
予
想
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
側
に
と
っ
て
も

計
画
的
な
活
用
が
難
し
い
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
わ
が
国
で
は
、
カ
ー

ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
普
及
に
向
け
た
経

済
産
業
省
の
実
証
事
業
と
し
て
、
東
京
証

券
取
引
所
に
お
い
て
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
市
場
の
試
行
が
行
わ
れ
て
い
る

（
図
表
2
）。
ま
ず
、
第
1
段
階
と
し
て
、

本
年
9
月
22
日
か
ら
1
4
5
の
企
業
や
自

治
体
な
ど
が
参
加
し
て
、
政
府
が
認
証
す

る
J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
が
始
ま
っ
た
。

そ
し
て
今
後
、
第
2
段
階
と
し
て
、
脱
炭

素
に
積
極
的
な
企
業
に
よ
る
連
携
の
枠
組

み
で
あ
る
「
G
X
リ
ー
グ
」
の
参
加
企
業

に
よ
る
、
目
標
を
超
過
し
た
G
H
G
削
減

分
の
取
引
の
試
行
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
実
証
事
業
を
踏
ま
え
て
、
23
年
度

に
J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
を
本
格
稼
働
さ

せ
、
24
年
度
か
ら
G
X
リ
ー
グ
参
加
企
業

に
よ
る
超
過
削
減
枠
の
取
引
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。
市
場
の
設
置
に
よ
る
市
場
拡

大
に
よ
っ
て
、
企
業
の
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
と

と
も
に
、
取
引
実
態
や
価
格
決
定
プ
ロ
セ

ス
の
透
明
性
向
上
に
つ
な
が
り
、
企
業
が

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
や
す

く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
9
月
に
始
ま
っ
た
J
―
ク

レ
ジ
ッ
ト
取
引
実
績
を
見
る
と
、
11
月
21

日
時
点
で
は
41
営
業
日
の
う
ち
20
営
業
日

で
取
引
が
成
立
し
て
お
ら
ず
、
2
カ
月
間

の
合
計
売
買
高
も
C
O2
排
出
量
換
算
で

約
7
4
0
0
㌧
に
と
ど
ま
る
（
図
表
3
）。

　
こ
れ
に
対
し
、
海
外
の
カ
ー
ボ
ン
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
取
引
所
に
お
け
る
取
引
状
況
を

見
る
と
、
米Xpansiv

社
が
運
営
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
取
引
所
C
B
L
の
カ
ー
ボ
ン
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る
21
年
1
年
間

の
取
引
量
は
、
C
O2
排
出
量
換
算
で
1
・

2
億
㌧
を
超
え
て
お
り
、
単
純
計
算
で
毎

月
1
0
0
0
万
㌧
の
取
引
が
行
わ
れ
て
い

る
計
算
と
な
る
。
C
B
L
は
、
米
C
M
E

グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
21
年
3
月
か
ら
カ
ー

ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
先
物
取
引
も
開
始

し
て
お
り
、
先
物
取
引
の
取
引
量
も
約
10

カ
月
で
約
5
0
0
0
万
㌧
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
。

　
海
外
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
東

証
の
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
は
現

時
点
で
は
実
証
事
業
の
段
階
な
が
ら
、
取

引
状
況
は
極
め
て
低
調
と
い
え
る
。
現
状

の
ま
ま
で
は
、
23
年
度
に
本
格
稼
働
し
て

も
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ

ス
改
善
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
有
効
な
価
格

決
定
機
能
も
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。

わ
が
国
の
直
面
す
る
課
題

　
わ
が
国
の
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市

場
の
拡
大
に
向
け
て
は
、
ど
う
い
っ
た
課

題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
第
1
の
課
題
は
、
取
引
可
能
な
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
東
証
の
実

証
事
業
に
対
し
て
は
、
企
業
が
様
子
見
姿

概要

実証時期

①プロジェクト由来クレジット（J-クレジット）の取引

•GXリーグ非加盟企業も取引可能
•実証事業は参加登録企業によるJ-クレジットの実売買
•稼働後、二国間クレジット（JCM）など対象拡大予定

•2022年9月22日～2023年1月

概要

実証時期

②GXリーグ参加企業の超過削減枠の取引

•実証事業は実売買は伴わないシミュレーション取引
•2050年脱炭素と整合的な2030年目標・計画を策定、計画の超過
削減分をクレジットとして売買

•未定（2022年度内を想定）

（出所）経産省、J-クレジット事務局等を基に日本総研作成

〈図表2〉東証におけるカーボン・クレジット市場の概要

2022/9/22 10/3 11/1

（tCO2e）

（年／月／日）

3,000

2,000

1,000

0

（注）2022年11月21日時点。営業日のみ。
（出所）日本取引所グループ「カーボン・クレジット市場日報」

〈図表3〉東証の実証事業（J-クレジット取引）における売買高
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勢
を
取
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
取

引
が
低
調
で
あ
る
大
き
な
要
因
と
し
て
、

取
引
対
象
で
あ
る
J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発

行
量
の
少
な
さ
が
あ
る
。
主
要
な
カ
ー
ボ

ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
21
年
の
新
規
発
行
量

を
見
る
と
、
米Verra
社
が
運
営
す
る
民

間
の
認
証
基
準
で
あ
る
V
C
S

（Verified Carbon Standard
）
を
中

心
と
し
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
比
べ
て
も
、
今
回
の

実
証
事
業
の
対
象
で
あ
る
J
―
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
規
模
は
極
め
て
小
さ
い
（
図
表
4
）。

　
そ
こ
で
、
取
引
対
象
と
な
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
増
や
す
た
め
に
、
ま
ず
、
J
―
ク
レ

ジ
ッ
ト
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、

削
減
効
果
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
等
の
手
続
き
が
複
雑
で

あ
り
、
中
小
企
業
な
ど
に
と
っ
て
は
参
入

障
壁
が
高
い
と
さ
れ
る
。
幅
広
い
企
業
に

よ
る
J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
を
促
す
に
は
、
信
頼
性
を
損
な

わ
な
い
範
囲
で
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
と

と
も
に
、
自
治
体
等
に
お
け
る
相
談
窓
口

の
設
置
や
金
融
機
関
・
専
門
企
業
に
よ
る

コ
ン
サ
ル
機
能
の
強
化
な
ど
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
取
引
対
象
ク
レ
ジ

ッ
ト
の
種
類
を
増
や
す
こ
と
も
必
要
と
い

え
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
排
出
削

減
等
の
実
績
に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
参
入
を
増
や
し
た
と
し
て
も
、

実
際
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
認
証
さ
れ
る
ま
で

に
は
何
年
も
か
か
る
。
そ
の
た
め
、
短
期

的
に
取
引
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
以
外
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
も

取
引
対
象
に
す
る
こ
と
が
有
効
と
い
え
る
。

今
後
、
わ
が
国
政
府
が
主
導
す
る
、
途
上

国
に
お
け
る
排
出
削
減
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

化
し
て
移
転
す
る
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
J
C
M
）
を
取
引
対
象
に
加
え
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
J
C
M
は

J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
同
様
、
発
行
量
が
限
ら

れ
て
お
り
、
売
買
高
を
大
き
く
拡
大
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
わ
が
国
政
府
が
自
国
の

排
出
削
減
目
標
の
達
成
を
企
図
し
、
そ
れ

に
寄
与
す
る
J
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
J
C
M

の
取
引
を
優
先
す
る
意
向
は
理
解
で
き
る

も
の
の
、
わ
が
国
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
活
性
化
を
図
る
観
点

か
ら
は
、
海
外
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
引
対
象

に
加
え
る
こ
と
も
有
用
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
海
外
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は
、
排
出
削
減

効
果
が
疑
わ
し
い
と
い
っ
た
信
頼
性
の
低

い
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
一
定
の
基
準
を
策
定
し
て
信
頼
性
が

高
い
も
の
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
信

頼
性
に
問
題
の
あ
る
安
価
な
低
品
質
ク
レ

ジ
ッ
ト
が
流
入
す
る
と
、
J
―
ク
レ
ジ
ッ

ト
等
の
価
格
下
落
に
つ
な
が
り
、
逆
に
取

引
拡
大
を
妨
げ
る
恐
れ
も
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
市
場
の
拡
大
に
向
け
た
第
2
の
課
題

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
品
質
評
価
基
準
や
活

用
ル
ー
ル
な
ど
の
策
定
に
よ
っ
て
、
企
業

が
活
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
排
出
削
減
効
果

に
疑
念
の
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
存
在
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
各
企
業
に
お
い
て

個
々
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
信
頼
性
を
検
証
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
オ
フ

セ
ッ
ト
の
過
度
な
活
用
や
不
十
分
な
情
報

開
示
は
、
消
費
者
や
投
資
家
か
ら
批
判
を

受
け
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
の
、
現
時
点
で

は
、
オ
フ
セ
ッ
ト
の
活
用
可
能
範
囲
や
情

報
開
示
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
表

記
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
企
業
に
と
っ
て
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
は
使
い
勝
手
が
良
い
と
は
言
い

難
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
海
外
で
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
発
行
ル
ー
ル
や
品
質
評
価
基
準
、
オ

フ
セ
ッ
ト
活
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
整

備
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

本
年
6
月
に
は
、
英
国
政
府
の
支
援
で
21

年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

V
C
M
I
（V

oluntary C
arbon 

M
arkets Integrity Initiative

）
が
企

業
の
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
活
用
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
草
案
を
公
表
し
、

オ
フ
セ
ッ
ト
を
活
用
す
る
前
提
と
し
て
、

企
業
は
自
社
の
排
出
削
減
に
真
剣
に
取
り

組
む
こ
と
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
排
出
削
減
計
画
を
示
す
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
7
月
に
は
、
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
質
を
確
保

J-クレジット

0.01

豪州

0.17

米加州

0.17

CDM

政府・自治体 民間認証基準
（ボランタリー・クレジット）

合計

4.78

国際機関

0.59

（億tCO2e）5

4

3

2

1

0
VCS

2.95

GS

0.44

（注）CDMは京都議定書に基づくクリーン開発メカニズム。VCSはVerified 
Carbon Standard、GSはGold Standardの略。

（出所）世界銀行「State and Trends of Carbon Pricing」

〈図表4〉主要なカーボン・クレジットの新規発行量（2021年）
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す
る
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
関
と
し
て
21

年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

I
C
V
C
M
（The Integrity Council 

for the Voluntary Carbon M
arket

）

が
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
品
質
評
価

に
関
す
る
原
則
案
を
公
表
し
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
量
の
正
確
な
算
出
が
で
き
る
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
詳
細
な
情
報
開
示
を
行
う
、
二

重
計
上
の
防
止
措
置
を
講
じ
る
と
い
っ
た

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
発
行
に
あ
た
っ

て
の
原
則
を
示
し
て
い
る
。
わ
が
国
政
府

に
は
、
こ
う
し
た
国
際
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

や
各
国
当
局
と
も
連
携
し
て
、
わ
が
国
に

お
け
る
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
評
価

基
準
や
活
用
ル
ー
ル
な
ど
を
策
定
し
、
企

業
が
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
カ
ー
ボ

ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
脱
炭
素
を
進
め
る

上
で
、
他
の
手
段
で
は
得
難
い
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も

抱
え
て
い
る
。
わ
が
国
政
府
に
は
、
脱
炭

素
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
て
、
カ
ー
ボ

ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
支
援
や
企
業
が

安
心
し
て
活
用
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
、

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
の
拡
大
と

企
業
に
よ
る
適
切
な
活
用
を
後
押
し
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。


